
JP 6323977 B2 2018.5.16

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電話回線と接続する通信装置であって、
　前記電話回線の電流値を制御することにより、前記電話回線のリンガーインピーダンス
値をリンガーインピーダンスに関する規格に適合させるように、前記電話回線のリンガー
インピーダンスの制御をする制御手段と、
　前記電話回線から受信する呼出信号を検知する検知手段と、
　前記電話回線が捕捉されたかを判定する判定手段と、
を有し、
　前記検知手段による前記呼出信号の検知が行われておらず前記通信装置が待機している
状態では、前記制御手段による前記リンガーインピーダンスに関する規格に適合させるた
めの前記リンガーインピーダンスの制御は行われず、
　前記検知手段による前記呼出信号の検知後に前記判定手段により前記電話回線の捕捉が
されたとの判定がなされておらず、前記呼出信号が継続していることにより前記検知手段
により前記呼出信号を繰り返し検知している間は、前記制御手段による前記リンガーイン
ピーダンスに関する規格に適合させるよう前記リンガーインピーダンスの制御が行なわれ
、
　前記検知手段による前記呼出信号の検知後に前記判定手段により前記電話回線が捕捉さ
れたと判定された場合は、前記制御手段による前記リンガーインピーダンスに関する規格
に適合させるための前記リンガーインピーダンスの制御は行われないことを特徴とする通
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信装置。
【請求項２】
　前記検知手段により前記呼出信号が検知され、前記制御手段による前記リンガーインピ
ーダンスに関する規格に適合させるよう前記リンガーインピーダンスの制御が行われてい
る状態において、前記判定手段により前記電話回線が捕捉されたと判定された場合、前記
制御手段による前記リンガーインピーダンスに関する規格に適合させるための前記リンガ
ーインピーダンスの制御をやめることを特徴とする請求項１に記載の通信装置。
【請求項３】
　前記検知手段により前記呼出信号を検知した後に前記検知手段により前記呼出信号を検
知しなくなった場合、前記制御手段による前記リンガーインピーダンスに関する規格に適
合させるための前記リンガーインピーダンスの制御は行われないことを特徴とする請求項
１又は２に記載の通信装置。
【請求項４】
　前記制御手段による前記リンガーインピーダンスに関する規格に適合させるための前記
リンガーインピーダンスの制御を抑制する抑制手段を備えることを特徴とする請求項１～
３のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項５】
　前記抑制手段は、前記制御手段による前記リンガーインピーダンスに関する規格に適合
させるための前記リンガーインピーダンスの制御の有効と無効を切替えることを特徴とす
る請求項４に記載の通信装置。
【請求項６】
　ＤＡＡ（Ｄａｔａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ａｒｒａｎｇｅｍｅｎｔ）が前記制御手段を備える
ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項７】
　前記検知手段は、前記呼出信号の時間を計測する計測手段を有することを特徴とする請
求項１～６のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、シリアルインターフェースによって前記抑制手段と接続されることを
特徴とする請求項４又は５に記載された通信装置。
【請求項９】
　前記制御手段は、前記電話回線の電流値を制御することによりリンガーインピーダンス
値を変更することを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項１０】
　前記リンガーインピーダンスに関する規格は、国ごとに定められた回線規格であること
を特徴とする請求項１～９のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項１１】
　操作者からの入力に基づき前記通信装置を使用する国の情報を設定する設定手段と、
　前記設定手段により設定された国の情報に基づき、前記回線規格に適合させるため前記
設定された国における前記呼出信号に関するパラメータを読み出すことを特徴とする請求
項１０に記載の通信装置。
【請求項１２】
　前記通信装置は、外付電話を接続可能であり、前記判定手段は前記外付電話により前記
電話回線が捕捉されていないかを判定することを特徴とする請求項１～１１に記載の通信
装置。
【請求項１３】
　電話回線と接続する通信装置の制御方法であって、
　前記電話回線の電流値を制御することにより、前記電話回線のリンガーインピーダンス
値をリンガーインピーダンスに関する規格に適合させるように、前記電話回線のリンガー
インピーダンスの制御をする工程と、
　前記電話回線から受信する呼出信号を検知する工程と、
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　前記電話回線が捕捉されたかを判定する工程と、
を有し、
　前記呼出信号が検知されておらず前記通信装置が待機している状態では、前記リンガー
インピーダンスに関する規格に適合させるための前記リンガーインピーダンスの制御はな
されず、
　前記呼出信号の検知後に前記電話回線の捕捉がなされておらず、前記呼出信号が継続し
ていることにより前記呼出信号を繰り返し検知している間は、前記リンガーインピーダン
スに関する規格に適合させるよう前記リンガーインピーダンスの制御が行われ、
　前記呼出信号の検知後に前記電話回線が捕捉されたと判定された場合は、前記リンガー
インピーダンスに関する規格に適合させるための前記リンガーインピーダンスの制御は行
われないことを特徴とする通信装置の制御方法。
【請求項１４】
　前記呼出信号が検知され、前記リンガーインピーダンスに関する規格に適合させるよう
前記リンガーインピーダンスの制御が行われている状態において、前記電話回線が捕捉さ
れたと判定された場合、前記リンガーインピーダンスに関する規格に適合させるための前
記リンガーインピーダンスの制御をやめることを特徴とする請求項１３に記載の通信装置
の制御方法。
【請求項１５】
　前記呼出信号が検知された後に前記呼出信号が検知されなくなった場合、前記リンガー
インピーダンスに関する規格に適合させるための前記リンガーインピーダンスの制御は行
われないことを特徴とする請求項１３又は１４に記載の通信装置の制御方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信装置におけるリンガーインピーダンスに関する制御に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、通信装置に関する回線規格は国ごとに定められており、各国の回線規格に適
合させる必要がある。回線規格の中の１つであるリンガーインピーダンス（ｒｉｎｇｅｒ
　ｉｍｐｅｄａｎｃｅ）規格は、南アフリカ共和国などいくつかの国でリンガーインピー
ダンス値の上限が定められている。それらの国では、回線制御回路（ＮＣＵ）で異なるイ
ンピーダンス値の素子を使用することで、その国の規格に対応していた。このために、通
信装置の回路基板の共通化ができず、コストアップの原因となっていた。特許文献１に開
示されている通信装置は、ＮＣＵの代わりにデータアクセス装置（ＤＡＡ）を使用し、デ
ータアクセス装置によって回線電流値を制御することによって、リンガーインピーダンス
値を規格に適合させている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許第６，５２２，７４５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１では、インダクタＬ成分の大きい電話回線を通信装置に挿入
した時や、通信装置に接続されている電話機をオフフック／オンフックした時に回線電圧
の過渡が発生する。それによって、データアクセス装置が行うリンガーインピーダンス制
御が回線電圧を発振状態にさせてしまうという課題が生じる。
【０００５】
　同様に、通信装置に接続されている電話機からパルスダイヤルを行った場合にも、回線
電圧の過渡が発生し、回線電圧を発振状態にさせてしまう。このような回線電圧の発振は
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、交換機などの回線設備に悪影響を与える可能性がある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明の通信装置は、電話回線と接続する通信装置であっ
て、前記電話回線の電流値を制御することにより、前記電話回線のリンガーインピーダン
ス値をリンガーインピーダンスに関する規格に適合させるように、前記電話回線のリンガ
ーインピーダンスの制御をする制御手段と、前記電話回線から受信する呼出信号を検知す
る検知手段と、前記電話回線が捕捉されたかを判定する判定手段と、を有し、前記検知手
段による前記呼出信号の検知が行われておらず前記通信装置が待機している状態では、前
記制御手段による前記リンガーインピーダンスに関する規格に適合させるための前記リン
ガーインピーダンスの制御は行われず、前記検知手段による前記呼出信号の検知後に前記
判定手段により前記電話回線の捕捉がされたとの判定がなされておらず、前記呼出信号が
継続していることにより前記検知手段により前記呼出信号を繰り返し検知している間は、
前記制御手段による前記リンガーインピーダンスに関する規格に適合させるよう前記リン
ガーインピーダンスの制御が行なわれ、前記検知手段による前記呼出信号の検知後に前記
判定手段により前記電話回線が捕捉されたと判定された場合は、前記制御手段による前記
リンガーインピーダンスに関する規格に適合させるための前記リンガーインピーダンスの
制御は行われないことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の構成によれば、電話機をオフフック／オンフックした場合や電話機からパルス
ダイヤルを行った場合に、リンガーインピーダンスの変更によって回線電圧が発振状態に
なることを防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の通信装置の構成を示すブロック図である。
【図２】第１の実施形態の通信装置のリンガーインピーダンス制御のフローチャートであ
る。
【図３】第２の実施形態の通信装置のリンガーインピーダンス制御のフローチャートであ
る。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図１は本発明の実施形態である通信装置の構成を示すブロック図である。ＣＰＵ１０１
は通信装置１００の制御を行い、ＲＯＭ１０２には各種プログラムやテーブルデータ等が
格納されている。ＲＡＭ１０３は各種動作に必要なバッファやスタックデータなどが格納
される。
【００１０】
　操作部１０４はユーザが操作を行うためのキーやメッセージを表示するためのＬＣＤ、
キータッチ音を出すためのスピーカなどから構成される。読取部１０５ではコピーやＦＡ
Ｘ送信のための原稿の読み取りを行い、読み取ったデータをＲＡＭ１０３に格納する。印
刷部１０６ではＲＡＭ１０３に格納されているコピーやＦＡＸ受信画像データの印刷を行
う。通信装置１００は、電話機１１１を接続可能としている。
【００１１】
　モデム／ＤＡＡ１０７は、電話回線（公衆回線）に接続され、ファクシミリの送受信の
ための網制御や画信号の変復調を行う。即ち、モデム／ＤＡＡ１０７は、モデムとデータ
アクセス装置（ＤＡＡ）を有する通信部である。このデータアクセス装置（ＤＡＡ）は、
回線電流値を制御することが可能であり、回線電流値を制御することによりリンガーイン
ピーダンス値を規格に適合させる。このように、モデム／ＤＡＡ１０７は、リンガーイン
ピーダンスを変更する変更手段を有している。なお、モデム／ＤＡＡ１０７とＣＰＵ１０
１は、シリアルインターフェースで接続され、モデム／ＤＡＡ１０７とＣＰＵ１０１との
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通信にはＡＴコマンドを使用する。
【００１２】
　呼出信号検知回路（第１検知手段）１０８はモデム／ＤＡＡ１０７と並列に電話回線に
接続され、電話回線から到来する呼出信号を検知するためのものである。フック検知回路
（第２検知手段）１０９では通信装置に接続された電話機がオフフックされた（オフフッ
ク状態）か、電話機がオンフックされた（オンフック状態）か、を検知する。電話機１１
０は通信装置に接続された電話機である。
【００１３】
　この通信装置１００は、設置時に使用者が通信装置を使用する国（通信規格）を選択で
きるようになっていて、操作部１０４のＬＣＤに表示される国リストの中からキー操作に
よって１つを選択し設定する。この操作によって選択された国の呼出信号の最小オン時間
、最大オン時間、最小オフ時間、最大オフ時間などの各種回線規格に適合させるためのパ
ラメータがＲＯＭ１０２から読み出され、ＲＡＭ１０３に格納される。
【００１４】
　（第１の実施形態）
　図２は、第１の実施形態の通信装置のリンガーインピーダンス制御のフローを示す。通
信装置の待機状態では、初期設定としてモデム／ＤＡＡ１０７によるリンガーインピーダ
ンス制御を禁止する。即ち、リンガーインピーダンスを変更する機能を無効にしている。
リンガーインピーダンス制御を禁止するためのＡＴコマンドをモデム／ＤＡＡ１０７に対
して送出する（Ｓ２０１）。通信装置の使用者が電話をかけようとして電話機１１０をオ
フフックした場合は、ステップＳ２０２でフック検知回路１０９がオフフックを検知する
。オフフックを検知した場合には、ステップＳ２０８に進む。ステップＳ２０２で電話機
１１０のオフフックを検知しない場合は、ステップＳ２０３に進む。ステップＳ２０３で
は、着信があるかどうかを判断するために呼出信号検知回路１０８で呼出信号を検知する
（Ｓ２０３）。呼出信号を検知した場合は、モデム／ＤＡＡ１０７によるリンガーインピ
ーダンス制御禁止を解除するためのＡＴコマンドをモデム／ＤＡＡ１０７に対して送出す
る（Ｓ２０４）。即ち、リンガーインピーダンスを変更する機能を有効にしている。その
後、呼出信号検知回路１０８で呼出信号を検知しなくなった場合は、発呼側が電話を切っ
て呼出信号が停止したとものと判断する（Ｓ２０５）。その場合、リンガーインピーダン
ス制御による回線電圧の発振を防ぐためにモデム／ＤＡＡ１０７によるリンガーインピー
ダンス制御を禁止するためのＡＴコマンドをモデム／ＤＡＡ１０７に対して送出する（Ｓ
２０９）。
【００１５】
　ステップＳ２０５において、呼出信号が停止していないと判断された場合は、着信に対
して応答するために電話機１１０がオフフックされたがどうかを判断する（Ｓ２０６）。
電話機１１０がオフフックされたと判断された場合は、リンガーインピーダンス制御によ
る回線電圧の発振を防ぐために、モデム／ＤＡＡ１０７によるリンガーインピーダンス制
御を禁止するためのＡＴコマンドをモデムに対して送出する（Ｓ２０７）。
【００１６】
　ステップＳ２０８において、電話機１１０がオフフックされたがどうかを判断する。電
話機１１０がオフフックされた場合には、Ｓ２０１へ戻る。電話機１１０がオフフックさ
れなければ、Ｓ２０８で判断を行う。
【００１７】
　以上のように、電話機の状態や通信機の状態に応じて、リンガーインピーダンス制御の
許可／禁止の切換えを行うことにより、回線電圧の発振を防ぐことができる。
【００１８】
　（第２の実施形態）
　図３は、第２の実施形態の通信装置のリンガーインピーダンス制御のフローを示す。通
信装置の待機状態では初期設定としてモデム／ＤＡＡ１０７によるリンガーインピーダン
ス制御を禁止するためのＡＴコマンドをモデム／ＤＡＡ１０７に対して送出する（Ｓ３０
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フック検知回路１０９がオフフックを検知するのでステップＳ３１１に進む（Ｓ３０２）
。ステップＳ３０２で電話機１１０のオフフックを検知しない場合は、着信があるかどう
かを判断するために呼出信号検知回路１０８で呼出信号を検知する（Ｓ３０３）。
【００１９】
　呼出信号を検知した場合は、呼出信号のオン時間を計測するためにタイマーｔ１をスタ
ートする（Ｓ３０４）。ここで呼出信号を検知できなくなった場合は、呼出信号ではなく
回線ノイズ等が考えられるのでステップＳ３０３に戻る（Ｓ３０５）。タイマーｔ１の値
が、使用者によって選択された国の呼出信号の最小オン時間（Ｔｍｉｎ）以上になったか
どうかを判断する（Ｓ３０６）。タイマーｔ１の値が最小オン時間（Ｔｍｉｎ）以上の場
合は、モデム／ＤＡＡ１０７によるリンガーインピーダンス制御の禁止を解除するための
ＡＴコマンドをモデム／ＤＡＡ１０７に対して送出する（Ｓ３０７）。
【００２０】
　その後、呼出信号検知回路１０８で呼出信号を検知しなくなった場合は、発呼側が電話
を切って呼出信号が停止したとものと判断する（Ｓ３０８）。その場合、リンガーインピ
ーダンス制御による回線電圧の発振を防ぐためにモデム／ＤＡＡ１０７によるリンガーイ
ンピーダンス制御を禁止するためのＡＴコマンドをモデム／ＤＡＡ１０７に対して送出す
る（Ｓ３１２）。
【００２１】
　またステップＳ３０８において、呼出信号が停止していないと判断された場合は、着信
に対して応答するために電話機１１０がオフフックされたがどうかを判断する（Ｓ３０９
）。電話機１１０がオフフックされたと判断された場合はリンガーインピーダンス制御に
よる回線電圧の発振を防ぐために、モデム／ＤＡＡ１０７によるリンガーインピーダンス
制御を禁止するためのＡＴコマンドをモデムに対して送出する（Ｓ３１０）。
【００２２】
　ステップＳ３１１において、電話機１１０がオフフックされた場合には、Ｓ３０１へ戻
る。電話機１１０がオフフックされなければ、Ｓ３１１で判断を行う。
【００２３】
　以上のように、電話機の状態や通信機の状態に応じて、リンガーインピーダンス制御の
許可／禁止の切換えを行うことにより、回線電圧の発振を防ぐことができる。
【００２４】
　（その他の実施形態）
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体
を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（または
ＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
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